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　ワクチン類は，既に，生物由来製品「組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（酵母由来）を除く」，劇薬，指定医

薬品，処方せん医薬品として，販売・授与する時の許可，制限，禁止及び譲受・譲渡に関する規制が設けら

れています。

生ワクチンは光に弱いといわれていますが，保管方法を教えてください。

ウイルスは，日光，特に紫外線により不活化されますので，紫外線から保護しなければなりませ

ん。生ワクチンは凍結乾燥して箱詰め，遮光してありますので，光の影響は受けません。使用にあたっては

ワクチンを箱から取り出し，直射日光の当たらない場所で溶解してください。ワクチンの接種は，直射日光

の当たらない屋内で行われることから，光よりも温度が影響します。

　生ワクチンは一般的に遮光して５℃以下に保存し，BCGワクチンは10℃以下に保存します。ポリオワク

チンは－20℃以下に凍結して保存します。生ワクチンは凍結（溶解液は破損する場合があるので注意して

ください）してもよく，温度が低ければ低いほどワクチンの力価はよく保たれます。（参照p28，Q11）

生ワクチンの溶解は接種直前に行うこととされていますが，溶解後何時間まで大丈夫

でしょうか。

生ワクチン溶解後の安定性は，経時的に失われていきます。したがって，溶解は使用直前に行っ

て，すみやかに接種してください。

冷蔵庫の電源が昨夜から今朝の間に切れていたのですが，中のワクチンは使えるので

しょうか。

ワクチン類の貯蔵は，それぞれの生物学的製剤基準の定めるところにより，必ず所定の温度が保た

れていることを，温度計によって確認できる冷蔵庫等を使用するよう義務付けられています。

　したがって，冷蔵庫の電源が切れても当該ワクチンの保管温度内であることが，自記温度記録計等で確認

できれば使用できます。

ワクチンの残液は日をおいて使用してもよいでしょうか。

ワクチン類は密封容器に入れることとされており，バイアルに注射針を一度刺すと，無菌性がそこ

なわれます。したがって，添付文書には「一度針をさしたものは，当日中に使用すること」と記載されてい

ます。


